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ヘッドライン　貴ガスの今昔物語
　周期表の 18 族元素は貴ガスと呼ばれ，その電子配置は安定であることから，化学を学び
始めた高校生にとっては，原子やイオンの性質や周期性を考える上で注目されることの多い
元素である。しかしながら，貴ガスの性質や用途のほか，様々な研究で活用されていること
は，あまり知られていない。
　そこで，本ヘッドラインでは，貴ガスの発見やその用途に関する秘められた歴史，貴ガス
やその同位体比を使って地球の歴史を解き明かすというロマンある研究などについて紹介す
る。また近年，貴ガスの化合物についての研究が進展しており，それら化合物の構造や性
質，新たな用途などについても紹介する。
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次号ヘッドライン  市民として必要な基礎・基本の化学ⅩⅩ 
児童・生徒・学生の主体的な学びのための工夫

　島根県立松江南高等学校は昭和 36 年に設立され，「質実剛健　創造進取　和敬共
栄」の校訓の下，グローバル社会を生き抜き，その持続可能な発展に貢献する志の
高い人材の育成に努めています。令和 3年度には県内で唯一となる文理融合型の探
究科学科を設置し，主体的で探究的な学びを促進しています。本年度からスーパー
サイエンスハイスクール第Ⅱ期指定を受け，全校体制により生徒の「構想力」「分
析力」「行動力」を高める取り組みを行っています。

表紙の言葉　島根県立松江南高等学校
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